
１２月３日(火)生産環境科２年生を対象にイノベーション・コースト構想人材育成事業先進地視察研修を実施しました。ハイテ

ク園芸コースの野菜・草花専攻班は、川俣町の「観光農園スマイルファーム」と楢葉町の「ナラハプラントファクトリー」へ視

察研修に行きました。地域と連携した生産活動や先端技術・施設を視察することができ、農業に関する新しい発想・発見を見出

せるような貴重な経験となりました。

 

１２月１０日(火)生産環境科２年を対象にロボットトラクター体験学習を雲雀ヶ原農場で実施しました。講義では、ヤンマーア

グリジャパン株式会社様より企業説明とスマート農業に関する話をして頂きました。午後は実際に、ヤンマーアグリジャパン株

式会社様で取り扱っているロボットトラクタ、農業用ドローン、直進アシスト田植え機を操作させて頂きました。生徒たちは最

新機種の性能に驚きながらも楽しみながら体験する様子が見られました。

12月2日(月)食品科学科の１年生は福島イノベーション・コースト構想人材育成事業の一環として、茨城県の「国際農林水産業研

究センター」、「牛久シャトー」、「農研機構　食と農の科学館」にて視察研修を行いました。

12月2日（月）食品科学科の２年生を対象に福島イノベーション人材育成事業企業見学を行いました。

(株)ヤクルト本社福島工場ではヤクルトの歴史から製造工程、品質管理について学ぶことができました。

ホームページに

さらに詳しく掲載しています
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相農ニュース

環境緑地科
12月3日(火)、環境緑地科2年生で南相馬ICで花壇の植栽活動を行いました。IC植栽活動は、相馬農業高校とＮＥＸＣＯ東日本が

連携し、毎年行っているものです。生徒たちは、花の間隔を微調整しながら、丁寧に植え付ける様子が見られました。高速道路

を利用される多くの方々に、花壇を見てもらいたいです。

12月5日(木)、環境緑地科1学年の生徒が、チューリップの球根植えを行いました。

環境緑地科が緑化の一環として毎年行っているもので、学校敷地の東南の道路沿い

約260ｍに株間30㎝で約800球を植えることができました。来年の春には道路沿

いに、きれいなチューリップの花が見られることでしょう。

生産環境科

食品科学科

各科で特色のある学びが実施されています


